
                  
 
  
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どうだんつつじ」の成長のように、子どもたちが互
いに全力を出しきり、協力し合い、活力に満ち、日々向
上しようとする創造力や思考力が身に付くようにとの
願いを込めています。 

札幌市立北光小学校：学校だより 

居場所感と夢中を生み出す学校 

〇春休み中はクロームブックを家庭保管とします。家庭学習

に役立てていただければと思います。使用時間などの使

い方についての約束をお子さんと御確認ください。 

〇交通ルールや遊ぶ時の約束を今一度お子さんと確認して

ください。特に、自転車の使用開始は、御家庭で十分話し

合って御判断ください。 

〇新学期の学校生活を楽しく始められるように、生活リズム

を整え、規則正しい生活を送るよう心掛けてください。 

子どもたちと保護者の皆様に感謝の 1年   

校長   

学びを行動へ 第 10３回卒業式が 23日（月）に行われ、56名の卒業生が自信に満ち溢れた顔で巣立っていきまし

た。今年度の卒業生は、コロナ禍が始まった時に入学した子どもたちです。数年にわたり様々な活動が制限され残念な

思いをしたはずです。しかし、学習の様子や最高学年として行動する姿からは、むしろコロナ禍を仲間と協力して乗り越え

てきた力強さを感じます。特に今年度は、フードロスという社会問題について学び、その現状を伝える「フードロス減らそう

フェスティバル」を全校児童に向けて開催しました。フードロスの現状を知らせるゲームやクイズ等をグループごとに作成

し、全校へ給食の残量を減らす取組を広げました。この取組は札幌市環境コンテストで最優秀に表彰されました。それぞ

れが学んだ事を一つにまとめて行動に移す力は素晴らしいです。この「学んで行動する力」を北光小の伝統として、在校

生に受け継いでいって欲しいと考えます。 

 

未来を拓く二つの力 先日、６年生の卒業に向けて授業をしました。クラーク博士についてです。「少年よ大志を抱
け」という言葉を卒業生に贈りたかったからです。クラークは明治 10 年の帰国時、現北広島市の島松駅逓まで見

送りの学生とやってきます。有名な「少年よ大志を抱け」という言葉はそこで発せられました。ではこの「太志」とは

どういう意味なのか。実はこの言葉には「この老人のように」という続きがあったようです。「この老人のように」とク

ラークが指さした先には、島松駅逓を管理する中山久蔵という人物がいたと伝えられています。中山久蔵は明治 3

年の開拓期、北広島市の島松に入植し、島松駅逓の場所でたった一人、寒地稲作に取り組んだ人物です。寒冷な

北海道での稲作は不可能とされ、明治 4 年には稲作禁止令が出されました。そのような中で寒さに強い石狩赤毛

という品種を生み出しました。その後、種もみを無償で配り続け、全道に寒地稲作の基礎をつくりました。今、北海道

で米作りが盛んなのは久蔵の力によるものです。クラークは未来の北海道のため、あきらめず努力し続ける久蔵の

信念の強さを「大志」として学生に伝えたと考えます。ぜひ、子どもたちにはそうした信念の強い人間を目指して欲

しいものです。また一方で、クラークは、冷涼な北海道には稲作より酪農や畑作が最適であると判断し、その定着を

推進しました。品種改良により北海道の寒さに打ち勝つ米作りを進めた久蔵。酪農や畑作により北海道の冷涼な

気候の利用を推進したクラーク。困難さを克服する力強さと、困難さを逆に利用する発想への転換。正反対の考え

が共に必要なことは北海道の歴史が物語っています。これからの予測が難しい未来に生きる本校の卒業生には、

困難さに立ち向かった二人の考え方に学んで欲しいと思います。きっと新しい時代を切り拓く力となると信じていま

す。 

 
支えられた一年  今年一年、保護者の皆様や地域の皆様に支えられてきました。最近では大雪による急な休校にも

対応していただきました。また、子どもたちの学習には多くの方々がボランティアで参加してくださいました。御家庭におい

ても常に学校と同じ方向を向いて子どもたちに声をかけてくださいました。そうした支えがあって進めることができた 1年

だと感謝しております。来年度もどうぞ変わらぬ御理解と御協力をお願いいたします。 

 

春季休業中に、急な転校などの連絡や用事がある

場合は、平日の８時１０分から１６時４０分の時間帯に、

「お電話」で御連絡ください。 

また、休日や夜間に事故などの緊急の連絡が必要

になった場合は「学校メ―ル」で御連絡ください。 
  

電 話：  011-721-0377 

メール：  hokko-e@sapporo-c.ed.jp 
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〇登校時間 ８：１５～８：２５ 

・登校後、外靴を袋に入れて、新しい教室へ持っ 
て行き、教室前で所属学級を確認します。 

   ※4月から教室配置が変更になります。 
１階⇒４年、みのり学級 
２階⇒１年、６年 
３階⇒２年、３年、５年  

〇下校時刻 １１：１５頃（給食なし） 

・在校生は全員下校します。午後の入学式には、 
  参加しません。 
持ち物 

□筆記用具  □上靴  □外靴を入れる袋 
□クロームブック  □お便りを入れるファイル 
□ハンカチ  □ティッシュ 
□家庭環境調査票（オンライン回答）   
□個人懇談希望調査票 
□札幌市立小中学校等端末貸与申請書兼同意書【表】 

アカウント、端末を安心・安全に使うためのチェックポ 

イント（確認書）【裏】 

□健康調査票  □健康カード(押印をお忘れなく)  

□運動器検診問診票（新２年生は健康カードの中に記載欄があります。） 

□結核検診問診票 

 ４月１8 日(土)に、新しい学年になって初めての
参観・懇談を予定しています。新しい学級で学習し
ている様子を是非御覧ください。 
 また、教育活動説明会と学級懇談会も予定してい
ますので、御出席ください。 
  

    

  

     

 

    

参観懇談と 
教育活動説明会の時程 

 
１０：００～       保護者受付 (多目的ホール) 

１０：２０～１ １：０５  参観学習 

１ １： 1 5          児童下校 

１ １： １５～１ １:２５  教育活動説明会 

                 (各教室・オンライン) 

１ １：２５～ １２:００  学級懇談会  
＊児童の登校時間：８： １５～ ８：２５ 

  クレヨンや絵具の補充や、体育帽子のゴムの取 
りかえなど、持ち帰った道具類の整理や補充をし 
て、新学期に備えてください。 
  また、来年度も使用する教科書があるので、御 
家庭で保管しておいてください。 
  新学年で使用するノートは、マスの数などの仕 
様を御確認の上、御用意ください。 

 
   ≪新学年でも使用する教科書≫ 

現１年：生活科（上・下）、図工（上・下） 

現２年：なし 

現３年：図工（上・下）、保健、地図帳   

現４年：地図帳 

現５年：図工（上・下）、保健、地図帳、家庭科 

      外国語マイピクチャーディクショナリー 

 

 

 

    ≪新学年で使用するノート≫ 

〈新２年〉国語：１２マス・十字ﾘｰﾀﾞｰ入り  

        算数：17マス(12×１７マス) 

〈新３年〉国語：18×１２mm ﾏｽ  

        算数：17 ﾏｽ（13×17 ﾏス）か 12㎜方眼 

        理科・社会：10ｍｍﾏｽ・5㎜ﾘｰﾀﾞｰ入り 

〈新４年〉国語：10㎜縦罫・15行縦ﾘｰﾀﾞｰ入り  

    算数：10㎜ﾏｽ・5㎜ﾘｰﾀﾞｰ入り 

        理科・社会：10ｍｍﾏｽ・5㎜ﾘｰﾀﾞｰ入り   

〈新５年〉国語：9ｍｍ縦罫  

算数・理科・社会：10ｍｍﾏｽ・5㎜ﾘｰﾀﾞｰ入り   

〈新６年〉国語：9ｍｍ縦罫  

算数・理科・社会：10ｍｍﾏｽ・5㎜ﾘｰﾀﾞｰ入り   

 来年度も、希望斡旋物品代金を４月１８日の参観懇
談日に、業者の方が来校し集金します。詳しい内容は、

新学期すぐにお知らせします。 

 今年度末で転出することになりました。北光小学

校在任中は大変お世話になりました。保護者の皆様

や地域の方に御支援、御協力をいただきましたこと

に深く感謝いたします。 
  
丸藤 和大 教諭(南区 芸術の森小学校へ) 

 

坂田 好 教諭(中央区 資生館小学校へ) 
 

相沢 太於 教諭(中央区 幌南小学校へ) 
 

岸本 十彩 教諭(北区 屯田南小学校へ) 
 

柳 涼風 教諭(任期満了) 
 

  亀 春奈 事務職員(西区 発寒南小学校へ) 
 

 持ち物に、名前と新学年、組の記入を 


